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平成２８年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立北糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・どの学年も体育の学習に対する学習意欲・関心が高く、熱心に運動に取り組む児童が多い。 

  ・それぞれの運動課題に合わせた学習カードを用いることで、児童が自分なりのめあてを立て、学習

に取り組むようになった。 

  ・児童同士が互いの動きを見合うことで、励ましの声かけ等、豊かなかかわり合いが増えた。 

（２） 課題 

  ・体育の学習で体を動かす楽しさを児童は感じているが、運動の日常化につながっていない。 

  ・保健指導や保健の学習で学んだことを、日常生活に生かす実践力を伸ばしていく必要がある。 

  ・児童が安全に運動することができるように、場の設定や道具の工夫をより一層考えていかなければ

ならない。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 平成２８年度結果 平成２７年度結果 平成２６年度結果 
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（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

「体育の授業が楽しい」

と感じている児童が９

割以上いる。 

 運動に対して、自分な

りの課題意識をもたせ

ることで、さらに関心・

意欲が向上できそうで

ある。 

 運動する上で、約束事

を決めたり、友達と協力

して取り組んだりする

ことができる。 

 児童が工夫した動き

やルール等を互いに評

価し合えるかかわり合

いが増えるとさらに良

い。 

体力テストの結果か

ら、「上体起こし」「反復

横とび」「立ち幅跳び」

が東京都の平均より低

い傾向が見られる。「５

０ｍ走」や「ソフトボー

ル投げ」は、東京都の平

均より高い。 

 体を清潔に保ったり、

生活環境を整えたりす

るために、自分がどうす

ればよいのか気付くこ

とができる。 

学習した内容が、実際

の生活場面に生かそう

とする意欲が必要であ

る。 

  

② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

「体育の授業が楽しい」

と感じている児童が８

割以上いる。 

 ボール運動やゲーム

は友達とかかわり合い、

積極的に運動に取り組

む態度を感じる。 

既存のゲームや与え

られたルールに沿って、

安全にゲームを進める

ことができる。 

 自分たちで、場やルー

ルを工夫する力が育つ

とさらによい。 

体力テストの結果から、

「立ち幅とび」や「反復

横とび」が東京都の平均

より低い傾向が見られ

る。「５０ｍ走」「握力」

「ソフトボール投げ」

は、東京都の平均よりや

や高めの傾向である。 

「体力がない」＝「すぐ

疲れる」と考える児童が

多い。 

 保健で学習したこと

を日常生活の中で具体

的にどう生かしていく

のか考えさせる必要が

ある。 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 運動に親しみ、伸び伸

びと体を動かす楽しさ

や心地良さを味わわせ

るために、みんなで楽し

く学べる活動、多様な動

きをつくる運動遊びや

鬼遊びを工夫する。 

 児童同士の励ましの

声かけを大切にさせ、全

員が運動に対する意欲

を高くもてるようにさ

せる。 

 楽しく運動できる方

法を知り、楽しく遊ぶこ

とができる場を選択で

きるよう指導する。 

 自分の活動をきちん

と振り返ることができ

るように、簡単な学習カ

ードを活用する。 

 かかわりの良さを伝

えるために、友達の動き

の良さに気付かせる場

面を多く設定する。 

 各種の運動遊びを楽

しみながら身に付けら

れるように内容を工夫

する。 

 中学年につながる動

きを身に付けることが

できるようにするため

に、いろいろな動きがで

きる多くの場の設定や

運動内容を精選し指導

していく。 

 健康に過ごしたり、安

全に活動するために大

切なことについて話し

合ったり、健康の保持増

進と体力の向上につい

て理解させる。 

休み時間に自ら進ん

で活動できるような運

動を紹介することで、体

を動かす習慣付けをす

る。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 休み時間等で体を動

かす活動につなげるた

めに、楽しさを体感でき

るように運動内容を精

選する。 

器械・器具を安全に使

うことができるよう気

を付けさせる。 

 学ぶ意欲をもたせる

ために、一人一人にめあ

てをもたせることがで

きるよう学習カードを

工夫する。 

 子ども同士が良いか

かわり合いができるよ

うに、集団（チーム）で

互いの動きについて意

見を話す時間を確保す

る。 

 自分の活動を振り返

り、次の「めあて」が立

てられるようにするた

めに、学習カードの活用

を推進する。 

 各種の運動を楽しみ

ながら身に付けること

ができるように指導す

る。 

 つまずきのある児童

に適切なアドバイスを

するために、技能分析を

きちんと行い、技能のポ

イントをおさえて、模範

となる演技等を見せて

いく。 

 安全及び体を清潔に

保つためや生活環境を

整えるために自分ので

きることについて気付

かせ、実践する意欲をも

たせる。 

 マラソンカード等、児

童が達成度を感じるこ

とができるカードを与

え、休み時間に自主的に

運動できるようにする。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 誰もが運動を楽しむ

ことができ達成感を味

わうことができるよう

に、運動計画・運動内容

を考え実施していく。 

 全力で体を動かす楽

しさを伝え、日常化につ

ながるような授業を考

える。 

 主体的に活動できる

ように学習カードを工

夫し、一人一人が適切な

自己の課題を見付け、技

能を高められるよう指

導していく。 

 ペアやグループでの

活動を取り入れ、教え合

い学び合いを行いなが

ら学習を進められる場

面を多く設定する。 

 友達の動きの良さを

見付けることができる

ようポイントを絞って

指導する。 

 自分の課題を明確に

意識させるために、学習

カードを使って、めあて

を立てたり自己評価に

よる振り返りをさせた

りする。 

 全体的な技能を高め、

弱点の補強を目指して

指導していく。特に敏捷

性や持久力を高められ

るよう、毎時間取り入れ

る等して、継続して行え

るようにしていく。 

 自分や友達とで技能

の問題解決ができるよ

うにするために、技カー

ド等を精選し、技能のポ

イントを分かりやすく

し、友達にアドバイスで

きるようにする。 

 けがの処置の方法や

対処の仕方ができるよ

うになるために、実践的

な学習を計画する。 

 体や心の成長につい

て、個人差があることを

自分の生活と照らし合

わせて考えさせる。 

 病気や薬物・アルコー

ル等における正しい知

識を習得させ、日常生活

や自分の将来に見通し

を立てることができる

よう、ロールプレイ等を

用いて指導する。 



 


